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歳　出

歳　入

　平成24年度の決算がまとまり、９月議会に提出しました。
　本町の財政は、町税等の自主財源が少なく、国や県に依存してい
る財源構成となっております。
　主要事業としては、神宅団地給水設備改修工事、松島・東光小学
校のプール改修工事、個人浄化槽設置整備事業補助金、個人木造住
宅耐震化促進事業補助金、洪水ハザードマップ作成業務など安全な
くらしの確保と、新規就農総合支援推進補助金、地域おこし費など
の地域活性化施策の推進や、乳幼児医療費給付費補助金、障害者自
立支援給付費補助金など福祉の向上のための事業を主に行いました。
　また、地方債残高は昨年度より１億5,451万円減額の41億6,743万
円となり、基金残高も24億6,200万円と2億3,000万円積み立てること
ができ、将来の負担を軽減することが出来ました。しかし、経常的
経費については、昨年度対比5,529万円の減額でしかなく、財政の硬
直化は避けられない状況であります。今後、行財政改革を積極的に
推進し、尚一層の財政の健全化に取り組んでまいります。

平成24年度 わが町の家計簿わが町の家計簿わが町の家計簿
普通会計

約89,600円の町税を納めて頂き、約326,600円

の支出をし、その内訳は次のとおりです。

町 民 １ 人 当 り

※普通会計とは、一般会計と住宅新築資金等貸付事業特別会計とを合せたもので、地方財政状況調査（決算統計）の分類に添ったものです。

（※平成25年３月末住民基本台帳登録人口12,796人で算定）

歳入 45億3,113万円　歳出 41億7,861万円

民生費
1,374,686千円

32.9％

総務費
602,689千円

14.4％

公債費
466,184千円

11.2％

土木費
226,614千円

5.4％

教育費
489,259千円

11.7％
衛生費

505,401千円
12.1％

農林水産業費
172,047千円

4.1％

消防費
241,268千円

5.8％

議会費
85,745千円

2.0％ 商工費
11,281千円

0.3％

労働費
3,437千円

0.1％

自
主
財
源

依
存
財
源

町税
使用料
手数料
財産収入
繰入金
繰越金
分担金・負担金・寄付金
諸収入

地方譲与税
交付税
交付金
国庫支出金
県支出金
地方債 38.2％

61.8％

地方交付税
1,711,580千円

37.8％

町　税
1,146,000千円

25.3％

地方債
237,473千円

5.3％

県支出金
308,838千円

6.8％

国庫支出金
328,041千円

7.2％

繰越金
353,790千円

7.8％

使用料・手数料
123,723千円

2.7％

その他
312,481千円

6.9％

民 生 費

総 務 費

衛 生 費

教 育 費

公 債 費

消 防 費

107,400円

47,100円

39,500円

38,200円

36,400円

18,900円

土 木 費

農林水産業費

議 会 費

商 工 費

労 働 費

計

17,700円

13,500円

6,700円

900円

300円

326,600円

人件費
834,227千円

20.0％

公債費
466,184千円

11.1％

扶助費
601,310千円

14.4％

物件費
587,919千円

14.1％

補助費
668,148千円

16.0％

普通建設事業費
238,565千円

　5.7％

歳出の
性質別内訳

維持修繕費
62,311千円

1.5％

積立金
237.368千円

5.7％
　繰出金　
482,579千円

　11.5％

義

務

的

経

費

投資的経費
費

経

の

他

の

そ

繰入金
9,201千円

0.2％
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　平成２４年度の歳入合計は、１億３０１６万７千円、歳出合計は１億２６００万４千円と

なっています。

　その内訳は図のとおりで、歳入歳出差引残額４１６万３千円が、平成２５年度へ繰

越となりました。

　高齢者の方々が安心して医療を受け続けられるようにするため、若い世代も含め

たみんなが納得して支え合う長寿医療制度が平成２０年４月より導入されました。

　医療にかかる費用のうち、窓口負担を除いた分を公費で５割、若い世代の保険料

で４割、高齢者の保険料で１割という負担割合で運営しています。

　この制度は、県内全ての市町村が加入する徳島県後期高齢者医療広域連合が運営

主体（保険者）となり、市町村と連携して事務を行っています。

　申請や届け出の受付は役場福祉保健課で行っております。

（単位：千円）♦歳入の部 

 割      合金       額項　　　　目

１６.０％２０１,２７９保 険 料

２５.１％３１６,１３９支 払 基 金 交 付 金

２２.５％２８２,８７１国 庫 支 出 金

１３.３％１６８,１３１県 支 出 金

１２.２％１５３,５６２繰 入 金

１０.９％１３７,９２３繰 越 金 そ の 他

１００％１,２５９,９０５合 計

（単位：千円）♦歳出の部 

 割      合金       額項　　　　目

９４.９％１,０６６,１３６保 険 給 付 費

１.７％１８,９４４地 域 支 援 事 業 費

２.０％２２,２４４総 務 費

１.４％１６,１３３そ の 他

１００％１,１２３,４５７合 計

♦保険給付状況（６５才以上人口３,４３９人、要介護・支援認定者数７５８人）

合　　計施　　設在　　宅

６,９０３１,６６６５,２３７延 べ 利 用 人 数（人）

１００％２４.１％７５.９％構　　　成　　　比（％）

１,４１２,４６０３４０,４０３１,０７２,０５７審査支払い手数料（円）

１,０６６,１３６,４９０４９６,４２７,９３１５６９,７０８,５５９支 給 総 額（円）

１００％４６.６％５３.４％構　　　成　　　比（％）

１５４,４４５２９７,９７６１０８,７８５１人当たりの支給額（円）

歳入の部

歳出の部
その他　0.0％

後期高齢者
医療広域連合

納付金
99.6％

総務費　0.4％

繰越金
2.2％

使用料及び手数料・
　その他　0.1％

保険料
66.7％

繰入金
31.0％

　平成２４年度の歳入合計は１２億５,９９０万５千円、歳出合計は１１

億２,３４５万７千円となっています。

　その内訳は図のとおりで、歳入歳出差引残額１億３,６４４万８千円

が、平成２５年度へ繰越となりました。

　平成２４年度の介護サービス給付費総額は皆様から納付いただい

た介護保険料の約５.３倍になっています。

歳入の部

歳出の部

その他　1.4％

支払基金
交付金
25.1％

国庫支出金
22.5％

県支出金
13.3％

保険料
16.0％

繰越金
10.9％

繰入金
12.2％

保険給付費
94.9％

総務費　2.0％
地域支援費

1.7％

被保険者数 １,８７５人

一人当たり保険料 ４６,３４１円

総医療費 １,５２４,１２４千円

一人当たり医療費 ８１２,８６６円　

後 期 高 齢 特 別 会 計

介 護 保 険 特 別 会 計

（単位：千円）♦歳入の部 

割　合金　額項　　　目

６６.７％８６,８８９保 険 料

３１.０％４０,３０９繰 入 金

２.２％２,９０３繰 越 金

０.１％６６
使用料及び手
数料・その他

１００.０％１３０,１６７合 計

（単位：千円）♦歳出の部 

割　合金　額項　　　目

０.４％５１８総 務 費

９９.６％１２５,４８６
後期高齢者医療
広域連合納付金

０.０％０そ の 他

１００.０％１２６,００４合 計
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　平成２４年度の国民健康保険特別会計の決算状

況をお知らせします。

　年度末の加入世帯数１,７９２世帯、被保険者数

３,２６３人です。

　決算状況とは保険加入者が納付した保険税や国

県の交付金などの歳入や医療給付費や他保険への

支援金などの歳出の状況のことです。

　平成２４年度では、歳入１６億５７９８万９千円に

対し、歳出は１５億２６０７万７千円であったため、

差額の１億３１９１万２千円を繰越しました。

　平成２４年度決算においては、医療機関等へ支払

う保険給付費（療養の給付等に要する費用のうち

上板町国民健康保険負担分）の総額が、国民健康

保険加入者の皆様から納付いただいた国民健康保

険税の約３.５倍になっている状況です。

　また、平成２４年度は、法定外繰入金を除く単

年度収支は黒字決算となりました。

１人当たり割　合金　　　額項　　　目

１６３,５４１３２.２％５３３,６３５国 ・ 県 支 出 金

歳
　
　
　
　
　
　
入

８９,３７５１７.６％２９１,６２９国 保 税

７５,１９９１４.８％２４５,３７４前期高齢者交付金

２８,８６９５.７％９４,２００繰 入 金

４５,０４５８.９％１４６,９８１繰 越 金

３７,３４６７.３％１２１,８６１療養給付費交付金

６８,７４３１３.５％２２４,３０９そ の 他 収 入

５０８,１１８１００％１,６５７,９８９計

３１０,０９４６６.３％１,０１１,８３６保 険 給 付 費

歳
　
　
　
　
　
　
出

４９,６０５１０.６％１６１,８６２後期高齢者支援金等

２６,１６０５.６％８５,３６０介 護 納 付 金

２,１９５０.５％７,１６３総 務 費

５２
０.０％

（０.０１％）
１７０前期高齢者納付金等

１２,２６１２.６％４０,００７基 金 等 積 立 金

６７,３２４１４.４％２１９,６７９そ の 他 支 出

４６７,６９１１００％１,５２６,０７７計

（単位：千円）　　　　　　　　（単位：円）

国保会計国 保会計

７０,００７,４９９円年 度 末 基 金 保 有 額

水道事業収益

給水収益
94.6％

雑収益 0.1％未満

消費税還付金 0.1％
過年度損益修正益 0.2％受託工事収益

4.8％

水道事業費用

総係費
28.8％

配水及び
給水費
10.4％

受託工事費
5.7％

減価償却費
30.2％

資産減耗費
0.1％未満

雑支出
0.1％

支払利息
10.5％

過年度損益修正損
1.0％

原水及び
浄水費　
13.2％　

資本的収入 資本的支出

企業債償還金
72.1％工事分担金

100％

企業債
0％

建設改良費
27.9％

受取利息等 0.1％未満
その他営業収益 0.2％

水
道
事
業
決
算

水
道
事
業
決
算

水
道
事
業
決
算

なお、資本的支出額に不足する額４,６５０万３千円は内部留保資金で補てんしております。

●資本的収入及び支出（税込）

３,２３０資 本 的 収 入

０企 業 債

３,２３０工 事 分 担 金

４９,７３３資 本 的 支 出

１３,８８１建 設 改 良 費

３５,８５２企 業 債 償 還 金

　収入合計は　２億１,９８２万３千円

　支出合計は　１億７,７１０万円

収　益　的
収支決算額

　収入合計は　３２３万円

　支出合計は　４,９７３万３千円

資　本　的
収支決算額

●収益的収入及び支出（税込）

２１９,８２３水 道 事 業 収 益

２０８,０１４給 水 収 益

１０,５３３受 託 工 事 収 益

５４４その他の営業収益

４７受取利息及び配当金

４０雑 収 益

３０９消 費 税 還 付 金

３３６過年度損益修正益

１７７,１００水 道 事 業 費 用

２３,３７１原 水 及 び 浄 水 費

１８,４７０配 水 及 び 給 水 費

１０,１６１受 託 工 事 費

５０,９７６総 係 費

５３,５７１減 価 償 却 費

５資 産 減 耗 費

１８,５５６支 払 利 息

１０１雑 支 出

１,８８９過年度損益修正損

（単位：千円）
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※①標準的な職務内容とは、そ
れぞれの級に該当する代表
的な職務である。

　②一般行政職とは、「事務職」
や「技術職」のことを指し、
「企業職員」や「教育職」
は含まない。

　上板町の職員給与などの現状を町民の皆さんにお知らせします。

職員の給与制度は国家公務員の給与制度に準じて、町の条例によっ

て定められています。

（なお、ここに記載している給与は、すべて税や各種保険料を引く

前の額です。）

上上板板町町職職員員の給給与与等等を公公表表します

❽部門別職員数の状況 （各年４月１日現在）

職　　　員　　　数（人）
区　　分

平２５年平２４年平２３年平２２年平２１年平２０年

２

１５

８

６

７

２９

１０

２

１６

８

６

８

２７

１０

２

１５

９

７

８

２８

１１

２

１５

９

６

８

２８

１１

２

１５

９

６

９

３０

１２

２

１７

１３

７

８

３３

１３

議　会

総　務

税　務

農　林

土　木

民　生

衛　生

一

般

行

政

７７７７８０７９８３９３小　計

２１２２２２２２２２１９教　育特
別
行
政 ２１２２２２２２２２１９小　計

５
８

５

８

５

８

５

８

６

８

６

７

水　道

その他

公
営
企
業
等 １３１３１３１３１４１３小　計

１１１１１２１１５１１４１１９１２５合　計

※職員数は一般職に属する職員数であり、地方公務員の身分を保有する休職者、
派遣職員等を含み、臨時・嘱託及び非常勤職員を除いている。

❺一般行政職の級別職員数の状況 （平成２５年４月１日現在）

４級３級２級１級

課長補佐及び主査
並びにこの相当職

主査及び係長並
びにこの相当職

主 事 及 び
こ の 相 当 職

主 事 及 び 主 事 補
並びにこの相当職

標 準 的 な
職 務 内 容

１５人１８人２人９人職　員　数

２５.４％３０.５％３.４％１５.３％構　成　比

合　計６級５級

理事及び課長並
びにこの相当職

主幹及び課長補佐
並びにこの相当職

５９人１２人３人

１００.０％２０.３％５.１％

❷職員給与費の状況（普通会計決算）

１人当たり
の 給 与 費
（Ｂ／Ａ）

給　与　費　額普通会計
職 員 数
（Ａ）

区　分
　　計（Ｂ）期末・勤勉手当職員手当給　　料

千円

５,０６３
千円

５３６,６９０
千円

１３３,０６５
千円

３７,０９４
千円

３６６,５３１１０６人２４年度

※職員手当には、退職手当を含まない。

❸職員の平均給料月額及び平均年齢の状況 （平成２５年４月１日現在）

平　均　年　齢平 均 給 料 月 額

４１.５歳月一般行政職　　３,０５３百円

５５.１歳月技能労務職　　３,３９５百円

❹職員の初任給の状況 （平成２５年４月１日現在）

一般行政職

国上　　板　　町

初　任　給区　　　分初　任　給区　　　分

１７２,２００円大　学　卒１７２,２００円大　学　卒

１４０,１００円高　校　卒１４０,１００円高　校　卒

❶人件費の状況（普通会計決算）

前年度の人件費率人件費率（Ｂ／Ａ）人件費（B）歳出額（A）住民基本台帳人口区　分

１８.６％２０.０％
千円　

８３４,２２７
千円　

４,１７８,６１１
平成２５.３.３１現在

１２,７９６人２４年度

※人件費には、特別職に支給される給料、報酬等を含む。

❼特別職の報酬等の状況 （平成２５年６月１日現在）

期末手当（支給割合）給料及び報酬（月額）区分期末手当（支給割合）給料及び報酬（月額）区分

６月期１.４０月分

１２月期１.５５月分

合計　２.９５月分

２９９,０００円

２４９,２００円

１９９,３００円

議　長

副議長

議　員

６月期１.４０月分

１２月期１.５５月分

合計　２.９５月分

５９０,４００円

５６０,８８０円

５１８,８９０円

町　長

副町長

教育長

※平成２５年度の町長、副町長及び教育長の給料月額について、町長２０％、副町
長５％、教育長５％を減額している。

❻職員手当の状況 （平成２５年６月１日現在）

国上　板　町区　分

（支給割合）　期末手当　　　勤勉手当
　　６月期 １.２２５月分 ０.６７５月分
１２月期 １.３７５月分 ０.６７５月分
　　計 ２.６０月分 １.３５月分
※職制上の段階、職務の級等による加算措置有

（支給割合）　期末手当　　　勤勉手当
　　６月期 １.２２５月分 ０.６７５月分
１２月期 １.３７５月分 ０.６７５月分
　　計 ２.６０月分 １.３５月分
※職制上の段階、職務の級等による加算措置有

期末手当
勤勉手当

（支給率）　　　自己都合　　　勧奨・定年
勤続２０年 ２３.０３月分 ２８.７８７５月分
勤続２５年 ３２.８３月分 ３８.９５５月分
勤続３５年 ４６.５５月分 ５５.８６月分
最高限度額 ５５.８６月分 ５５.８６月分
※定年前早期退職特例措置有

（支給率）　　　自己都合　　　勧奨・定年
勤続２０年 ２３.０３月分 ２８.７８７５月分
勤続２５年 ３２.８３月分 ３８.９５５月分
勤続３５年 ４６.５５月分 ５５.８６月分
最高限度額 ５５.８６月分 ５５.８６月分
※定年前早期退職特例措置有

退職手当

主なもの　配偶者　　　月額 １３,０００円
　　　　　配偶者以外　月額 ６,５００円

主なもの　配偶者　　　月額 １３,０００円
　　　　　配偶者以外　月額 ６,５００円

扶養手当

持家　なし
借家　家賃の額に応じて支給
　　　最高月額２７,０００円

持家　なし
借家　家賃の額に応じて支給
　　　最高月額２７,０００円

住居手当

通勤距離２㎞〜５㎞未満　月額２,０００円
５㎞以上は距離に応じ支給

通勤距離２㎞〜５㎞未満　月額２,０００円
５㎞以上は距離に応じ支給

通勤手当

７,４０３,４１５円支 給 総 額
（平成２４年度）

時 間 外
勤務手当

保育士及び幼
稚園教諭

支給対象職員

調整手当

１３４,６０８円
支給対象職員１
人あたり平均支
給額（平成２４年度）

月額２,０００円支　　給　　額

月額
２８,６００円〜

４９,５００円

管理または監督
の地位にある職
員に支給

管理職
手　当

　平成２４年度の歳入合計は３,９６８万２千円、歳出合計は３,３８５万５千円となっ

ており、内訳は下記のとおりで差引額５,８２８千円が翌年度へ繰越となります。

（単位：千円）♦歳入の部 

金　　額項　　目

６００分 担 金

８,５９２使 用 料

３手 数 料

２３,５１３繰 入 金

６,９７３繰 越 金

１諸 収 入

３９,６８２合 計

（単位：千円）♦歳出の部 

金　　額項　　目

１８５一 般 管 理 費

１０,１５８施 設 管 理 費

１７,１８７償還金（元金）

６,３２５償還金（利子）

３３,８５５合 計

歳入の部 歳出の部
分担金
1.5％

手数料
0.0％使用料

21.7％ 施設管理費
30.0％

償還金
（元金）
50.8％

償還金
（利子）
18.7％

一般管理費
0.5％

諸収入
0.0％

繰入金
59.3％

繰越金
17.6％

農業集落排水事業会計農業集落排水事業会計
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　９月15日（日）、上板中学校体育館で

敬老会が開催され、めでたく90歳、80

歳の節目（数え年）、及びダイヤモンド

婚（結婚60年）を迎えられた皆様に、

記念品が贈られました。

　式典終了後、上板中学校吹奏楽部に

よる演奏や、上板町婦人会による演芸

が行われ、和やかな雰囲気の中楽しい

ひとときを過ごされました。

　皆様がいつまでも長生きをされ、長

年の知識と経験を社会に役立てていた

だくことを願っています。

　地域の防災のためにあなたの“チカラ”を発揮してみませんか？

　上板町では消防団員を募集しています。消防団に興味を持たれた方

や参加してみたいと思われる方は、下記までお問い合わせください。

上板町役場　総務課　消防係　TEL ６９４−６８０１

自分たちのまちは自分たちで守る！
消 防 団 員

募 集

　

平
成
二
十
五
年
七
月
一
日
付
け
で
、
瑞

宝
双
光
章
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

氏
は
、
昭
和
五
十
一
年
四
月
か
ら
昭
和

六
十
一
年
三
月
ま
で
、
町
内
外
の
小
学
校

長
を
歴
任
さ
れ
、
永
き
に
亘
り
本
町
の
学

校
教
育
等
の
振
興
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
今
回
の
栄

え
あ
る
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　

氏
の
受
賞
を
称
え
る
と
と
も
に
、
今
後

益
々
の
ご
健
康
と
ご
活
躍
を
お
祈
り
い
た

し
ま
す
。

田　

尾　
　
　

進　

氏

　

去
る
、
八
月
十
五
日
に
平
成
二
十

五
年
度
上
板
町
戦
没
者
追
悼
式
が
大

山
・
高
志
・
松
島
地
区
の
忠
魂
碑
前

に
て
上
板
町
・
上
板
町
遺
族
会
の
共

催
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
は
、
正
木
遺
族
会
会
長
を
は
じ

め
と
し
て
多
数
の
遺
族
関
係
者
が
、

出
席
し
て
厳
か
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

各
忠
魂
碑
前
で
献
花
を
行
い
、
遺

族
会
会
長
が
追
悼
の
言
葉
を
述
べ
ま

し
た
。
ま
た
、
参
加
者
全
員
で
正
午

に
一
分
間
の
黙
祷
を
行
い
、
戦
没
者

の
ご
冥
福
と
日
本
の
恒
久
平
和
を
祈

り
ま
し
た
。

平
成
二
十
五
年
度

戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦

没没没没没没没没没没没没没没没没没没没没没没没没没没没没没没

者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者

追追追追追追追追追追追追追追追追追追追追追追追追追追追追追追

悼悼悼悼悼悼悼悼悼悼悼悼悼悼悼悼悼悼悼悼悼悼悼悼悼悼悼悼悼悼

式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式

瑞

宝

双

光

章

受

章

瑞

宝

双

光

章

受

章
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私
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、

私
が
住
ん
で
い
る
家
の
前
に
住
ん
で
い
ま
す
。

だ
か
ら
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

と
は
、
毎
日
話
し
ま
す
。

　

夏
は
、
枝
豆
を
つ
く
り
、
冬
が
近
づ
い
て

く
る
と
、
か
ぶ
ら
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。
私

は
、
小
さ
い
頃
、
枝
豆
の
ふ
く
ろ
づ
め
を
手

伝
っ
て
い
ま
し
た
。
と
て
も
暑
い
中
、
仕
事

を
し
て
い
る
こ
と
を
私
は
知
っ
て
い
る
の
で
、

お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
毎
年
、

苦
労
し
て
い
る
こ
と
も
知
っ
て
い
ま
す
。
枝

豆
が
し
ゅ
う
か
く
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
、

た
く
さ
ん
の
枝
豆
を
く
れ
ま
す
。
だ
か
ら
、

お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
苦
労
し

て
つ
く
っ
た
枝
豆
を
む
だ
に
し
な
い
よ
う
に
、

お
い
し
く
食
べ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
枝
豆
以

外
に
ス
イ
カ
も
つ
く
っ
て
い
ま
す
。
学
校
か

ら
帰
っ
て
く
る
と
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
が
つ
く
っ
た
ス
イ
カ
を
一
番
に
食

べ
る
と
き
も
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
、
や
さ
し

い
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
と
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
私

は
大
好
き
で
す
。

　

毎
月
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
私
の
こ
う
筆

の
練
習
に
つ
き
あ
っ
て
く
れ
ま
す
。
ど
の
よ

う
に
し
た
ら
よ
い
の
か
、
字
の
バ
ラ
ン
ス
ま

で
も
細
か
く
教
え
て
く
れ
ま
す
。
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
が
教
え
て
く
れ
る
お
か
げ
か
、
こ
う

筆
は
毎
月
毎
月
、
上
達
し
て
い
る
よ
う
な
気

が
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

が
喜
ん
で
く
れ
る
よ
う
に
、
頑
張
っ
て
い
き

た
い
で
す
。
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
私
が
上
手

に
こ
う
筆
を
か
け
て
い
る
と
、
自
分
の
こ
と

の
よ
う
に
喜
ん
で
く
れ
ま
す
。
私
は
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
の
キ
ラ
キ
ラ
か
が
や
く
笑
顔
を
み
た

い
と
思
う
の
で
、
あ
き
ら
め
ず
に
頑
張
れ
ま

す
。

　

お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
、
身
の
ま
わ
り
の
こ
と

を
と
て
も
気
に
か
け
て
く
れ
ま
す
。
自
転
車

の
空
気
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
と
、﹁
空
気
入

れ
と
く
わ
な
﹂
と
や
さ
し
く
言
っ
て
く
れ
ま

す
。
そ
し
て
、
自
転
車
で
出
か
け
る
と
き
も
、

必
ず
﹁
車
に
ひ
か
れ
ん
よ
う
に
気
を
つ
け
な

よ
﹂
や
、﹁
ヘ
ル
メ
ッ
ト
、
ち
ゃ
ん
と
か
ぶ
っ

と
る
で
？
﹂
な
ど
、
細
か
い
と
こ
ろ
ま
で
み

て
く
れ
て
い
ま
す
。
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
、
私

の
安
全
を
一
番
に
考
え
て
く
れ
る
の
で
、
私

も
お
じ
い
ち
ゃ
ん
に
一
つ
で
も
恩
返
し
で
き

る
よ
う
に
な
り
た
い
で
す
。

  
今
、
私
は
、
や
さ
し
く
見
守
っ
て
く
れ
る

お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
﹁
い
つ

も
あ
り
が
と
う
﹂
と
言
っ
て
あ
げ
た
い
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
接

し
て
あ
げ
た
い
で
す
。
大

好
き
な
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
は
長
生

き
し
て
ほ
し
い
で
す
。

　

い
つ
も
あ
り
が
と
う

　
　

お
じ
い
ち
ゃ
ん

　
　
　

お
ば
あ
ち
ゃ
ん

高
志
小
学
校　

六
年　
　

佐　

野　

麻　

衣

　

ぼ
く
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
、
柿
を
育
て
た

り
、
交
通
安
全
の
立
し
ょ
う
や
交
通
安
全
教

室
に
参
加
し
た
り
し
て
、
家
族
や
地
域
に
大

き
く
こ
う
け
ん
し
て
い
ま
す
。

　

一
つ
目
は
、
ぼ
く
の
ひ
い
お
じ
い
ち
ゃ
ん

の
代
か
ら
約
五
十
年
受
け
つ
が
れ
て
い
る
柿

を
、
家
族
の
た
め
に
育
て
て
い
ま
す
。
お
い

し
い
柿
を
つ
く
る
た
め
に
、
朝
早
く
か
ら
夕

方
や
夜
ま
で
、
汗
び
っ
し
ょ
り
に
な
り
な
が

ら
も
、
一
年
間
に
五
回
以
上
消
毒
を
し
た
り
、

せ
ん
定
や
て
き
か
を
行
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

そ
の
他
に
も
除
草
や
水
や
り
を
た
く
さ
ん
し

て
い
ま
す
。
十
月
か
ら
十
一
月
に
な
る
と
収

か
く
の
時
期
に
な
り
、
ぼ
く
も
収
か
く
を
手

伝
う
こ
と
が
増
え
ま
す
。
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
、

柿
を
買
っ
て
食
べ
て
く
れ
た
人
に
、﹁
こ
の
柿

お
い
し
い
ね
。﹂
と
か
﹁
こ
の
柿
は
と
て
も
甘

い
ね
。﹂
と
言
っ
て
も
ら
え
る
と
、
次
も
も
っ

と
良
い
柿
を
つ
く
ろ
う
と
い
う
、
意
よ
く
が

わ
い
て
く
る
そ
う
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
家

族
や
み
ん
な
の
た
め
に
が
ん
ば
っ
て
ほ
し
い

で
す
。

　

二
つ
目
は
、
交
通
安
全
協
会
で
、
夏
の
暑

い
日
に
も
、
冬
の
寒
い
日
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

立
し
ょ
う
を
し
て
い
ま
す
。
い
つ
も
﹁
お
は

よ
う
﹂
と
元
気
な
声
で
、
ぼ
く
た
ち
に
あ
い

さ
つ
を
し
な
が
ら
、
安
心
し
て
通
学
で
き
る

よ
う
に
、
温
か
く
見
守
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
他
に
も
、
町
内
の
よ
う
ち
園
や
小
学
校

の
交
通
安
全
教
室
に
参
加
し
て
、
子
供
た
ち

に
、自
転
車
の
正
し
い
乗
り
方
や
、交
通
ル
ー

ル
で
守
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と
を
指
導

し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
活
動
は
、

一
年
間
に
十
五
回
ほ
ど
あ
り
ま
す
が
、
も
う

十
五
年
間
も
ず
っ
と
続
け
て
き
た
そ
う
で
す
。

　

ぼ
く
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
、
お
い
し
い
柿

を
作
っ
て
み
ん
な
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
よ
う

に
、
柿
づ
く
り
で
す
ご
く
努
力
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
交
通
安
全
協
会
の
活
動
で
は
、
地
域

の
子
供
た
ち
の
安
全
を
願
い
な
が
ら
、
雨
の

日
も
風
の
日
も
欠
か
さ
ず
ぼ
く
た
ち
を
守
っ

て
く
れ
て
い
ま
す
。
ぼ
く
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん

は
、
地
域
や
家
族
に
と
て
も
大
き
く
こ
う
け

ん
し
て
い
る
と
改
め
て
思
い
ま
し
た
。
ぼ
く

は
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
よ
う
な
立
派
な
人
に

な
り
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
お
じ
い
ち
ゃ
ん

い
つ
ま
で
も
元
気
で
い
て
ね
。

　

ぼ
く
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん

神
宅
小
学
校　

六
年　
　

井　

上　

芽　

久
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ぼ
く
に
は
一
緒
に
住
ん
で
い
る
祖
父
と
祖
母
が

い
ま
す
。
ぼ
く
が
幼
稚
園
の
と
き
か
ら
ず
っ
と
、

毎
朝
集
団
登
校
の
集
合
場
所
ま
で
つ
い
て
き
て
く

れ
て
い
ま
す
。
学
校
か
ら
の
帰
り
が
遅
く
な
る
と

き
に
は
む
か
え
に
来
て
く
れ
た
り
、
サ
ッ
カ
ー
の

練
習
場
所
ま
で
送
っ
て
く
れ
た
り
し
ま
す
。

　

七
月
の
あ
る
日
、
祖
父
と
祖
母
が
二
泊
三
日
の

旅
行
に
出
か
け
ま
し
た
。
ぼ
く
の
両
親
は
共
働
き

な
の
で
、
ぼ
く
が
家
族
の
中
で
一
番
早
く
家
に
帰

り
ま
し
た
。
い
つ
も
は
近
く
の
畑
で
農
作
業
を
し

て
い
る
祖
父
と
祖
母
の
姿
は
な
く
、
家
の
中
に
向

か
っ
て
﹁
た
だ
い
ま
。﹂
と
言
っ
て
も
、﹁
お
帰
り
。﹂

と
返
事
し
て
く
れ
る
声
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

と
て
も
悲
し
か
っ
た
し
心
臓
が
ど
き
ど
き
し
て
不

安
で
し
た
。
母
が
幼
稚
園
の
弟
を
む
か
え
て
帰
っ

て
き
た
の
は
夜
の
七
時
で
、
夕
ご
飯
を
食
べ
た
の

も
い
つ
も
よ
り
ず
っ
と
遅
か
っ
た
で
す
。

　

祖
父
や
祖
母
に
お
こ
ら
れ
た
と
き
は
、﹁
ば
あ

ち
ゃ
ん
や
い
ら
ん
。﹂
と
か
﹁
じ
い
ち
ゃ
ん
や
い
ら

ん
。﹂と
か
思
っ
た
と
き
も
今
ま
で
に
何
度
か
あ
っ

た
け
れ
ど
、
本
当
に
い
な
い
と
悲
し
か
っ
た
し
、

と
て
も
不
安
で
し
た
。
旅
行
か
ら
帰
っ
て
き
て
く

れ
た
と
き
に
は
、﹁
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
が
い
て
く
れ
て
よ
か
っ
た
。﹂と
心
か
ら
思
い
ま

し
た
。

　

ぼ
く
の
祖
父
と
祖
母
は
、
農
業
を
し
て
い
ま
す
。

夏
に
は
枝
豆
、
冬
に
は
レ
タ
ス
や
ほ
う
れ
ん
草
を

出
荷
し
て
い
ま
す
。
小
さ
な
畑
で
は
、
家
で
食
べ

る
た
め
の
い
ろ
い
ろ
な
野
菜

を
作
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

だ
か
ら
、
野
菜
は
ほ
と
ん
ど

店
で
買
わ
な
く
て
も
い
い
く

ら
い
で
す
。
母
は
﹁
い
つ
も

新
鮮
な
野
菜
が
食
べ
ら
れ
て
幸
せ
や
な
。﹂と
言
い

な
が
ら
、
野
菜
料
理
を
た
く
さ
ん
作
っ
て
く
れ
ま

す
。
で
も
、
ぼ
く
は
好
き
な
野
菜
も
あ
る
の
で
す

が
、
ほ
と
ん
ど
の
野
菜
が
き
ら
い
で
す
。
だ
か
ら
、

幼
稚
園
の
時
に
は
、
毎
日
お
弁
当
に
入
っ
て
い
た

野
菜
を
わ
ざ
と
床
に
落
と
し
て
食
べ
な
か
っ
た
そ

う
で
す
。﹁
瑞
貴
は
農
家
の
子
や
け
ん
、
野
菜
も

し
っ
か
り
食
べ
な
い
よ
。﹂と
母
に
は
い
つ
も
注
意

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

以
前
、
学
校
給
食
の
献
立
表
に
ぼ
く
の
祖
父
と

祖
母
の
写
真
が
の
り
ま
し
た
。
ぼ
く
の
祖
父
母
が

作
っ
た
レ
タ
ス
が
給
食
に
使
わ
れ
た
か
ら
で
す
。

レ
タ
ス
が
給
食
に
出
た
と
き
、友
達
は
み
ん
な﹁
お

い
し
い
。﹂と
言
っ
て
食
べ
て
く
れ
ま
し
た
。
と
て

も
う
れ
し
か
っ
た
し
、
誇
ら
し
か
っ
た
で
す
。
こ

れ
か
ら
は
が
ん
ば
っ
て
野
菜
を
食
べ
る
よ
う
に
努

力
し
よ
う
と
強
く
思
い
ま
し
た
。

　

旅
行
か
ら
帰
っ
た
次
の
日
も
畑
に
出
て
働
い
て

い
た
祖
父
母
。
朝
は
ぼ
く
が
ま
だ
寝
て
い
る
と
き

に
起
き
て
畑
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
母
の
仕
事
が

休
み
の
日
に
は
外
が
真
っ
暗
に
な
る
ま
で
働
い
て

い
ま
す
。﹁
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
い

て
く
れ
る
か
ら
安
心
し
て
仕
事
に
行
け
る
。
あ
り

が
た
い
な
あ
。﹂と
母
は
よ
く
言
い
ま
す
。
本
当
に

そ
う
だ
と
ぼ
く
も
思
い
ま
す
。
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
い
て
く
れ
る
お
か
げ
で
、
ぼ
く

は
安
心
し
て
生
活
が
で
き
ま
す
。

　

お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
い
つ
も
あ

り
が
と
う
。

　

お
じ
い
ち
ゃ
ん
、　
　

　
　

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
あ
り
が
と
う

　

私
に
は
、
た
く
さ
ん
の
お
じ
い
ち
ゃ

ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
い
ま
す
。
マ
マ

の
お
母
さ
ん
と
お
父
さ
ん
。
パ
パ
の
お

母
さ
ん
と
お
父
さ
ん
。
そ
れ
に
小
さ
い

こ
ろ
か
ら
通
っ
て
い
る
、
教
会
の
お
じ

い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
で
す
。
た

く
さ
ん
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
の
中
に
は
、
七
十
八
歳
の
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
や
す
ご
く
若
い
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
。
耳
の
聞
こ
え
な
い
お
じ
い
ち
ゃ
ん

な
ど
、
他
に
も
た
く
さ
ん
の
お
年
寄
り

と
教
会
で
出
会
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

暑
い
日
に
は
ジ
ュ
ー
ス
を
入
れ
て
く

れ
た
り
、
私
た
ち
の
こ
と
を
い
つ
も
気

に
か
け
て
く
れ
た
り
し
て
い
ま
す
。
そ

ん
な
や
さ
し
い
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
た
ち
の
た
め
に
、
私
が
通
っ

て
い
る
教
会
で
は
敬
老
の
日
に
み
ん
な

で
ご
飯
を
作
っ
て
お
祝
い
を
し
ま
す
。

そ
し
て
、お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
た
ち
の
肩
を
も
ん
だ
り
も
し
ま
す
。

　

教
会
の
運
動
会
の
時
に
も
、
お
じ
い

ち
ゃ
ん
や
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
楽
し
め
る

よ
う
に
い
ろ
ん
な
工
夫
を
し
て
い
ま
す
。

競
技
の
時
に
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
手
を
引

い
て
走
っ
た
り
、
持
ち
に
く
そ
う
に
し

て
い
る
時
は
手
伝
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

　

五
月
に
は
﹁
花
の
日
﹂
と
い
う
の
が

あ
っ
て
﹁
緑
の
里
﹂
と
い
う
養
護
老
人

施
設
に
慰
問
に
行
っ
て
い
ま
す
。
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
で
演
奏
し
た
り
、
歌
を
歌
っ

た
り
、
劇
を
し
た
り
、
花
束
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
た
り
し
て
い
ま
す
。
お
じ
い

ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
た
ち
は
と
て

も
喜
ん
で
く
れ
ま
す
。
ク
リ
ス
マ
ス
に

も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

私
は
そ
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
の
笑
顔
が
と
て
も
大
好
き
で
す
。

そ
の
笑
顔
に
元
気
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

私
は
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
た
く
さ
ん
の

お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
支

え
ら
れ
て
生
き
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
私

が
病
気
の
時
や
苦
し
い
時
に
は
心
配
し

て
祈
っ
て
く
れ
た
り
、
う
れ
し
い
時
に

は
一
緒
に
喜
ん
で
く
れ
た
り
し
ま
し
た
。

本
当
に
幸
せ
で
す
。
と
て
も
感
謝
し
て

い
ま
す
。

　

私
も
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
が
あ
れ
ば
手

伝
っ
た
り
、
困
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
ら

助
け
て
あ
げ
た
り
し
た
い
で
す
。
優
し

い
言
葉
を
か
け
、
何
よ
り
こ
れ
か
ら
も

お
じ
い
ち
ゃ
ん
や
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
元

気
で
長
生
き
で
き
る
よ
う
に
一
緒
に

祈
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

　

た
く
さ
ん
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
過
ご
せ
て
い
る
こ

と
に
感
謝
の
心
を
忘
れ
ず
、
私
も
年
を

と
っ
て
も
優
し
く
、
み
ん
な
に
愛
さ
れ

る
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
な
り
た
い
で
す
。

松
島
小
学
校　

六
年　
　

松　

永　

瑞　

貴

　

お
じ
い
ち
ゃ
ん
、

　
　

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、

　
　
　
　

あ
り
が
と
う

東
光
小
学
校　

六
年　
　

松　

岡　

愛　

結
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お問い合わせ先：上板町役場　税務課　TEL 694−6807

10月は町県民税（第２期）と国民健康保険税（第３期）の納付月です。

納期限は10月31日（木曜日）です。

納期限内にお納めくださいますようお知らせします。

口座振替の方は、10月31日に引き落としいたしますので、残高のご確認をお願いします。

　※転出・婚姻等、世帯状況に異動があった場合でも、自動的に解約とはなりませんのでご注意ください。

税務課からのお知らせ

口 座 振 替

●口 座 振 替 の 手 続 き

●ご利用いただける町税

●取 扱 金 融 機 関

……

……

……

通帳と通帳届出印を持参し、上板町内取扱金融機関窓口でお申し込みください。

町県民税（普通徴収分）・固定資産税・軽自動車税・国民健康保険税

阿波銀行、徳島銀行、板野郡農協、ゆうちょ銀行

　介護保険は、「介護の問題」や「老後の不安」を解消するために、社会全体で支え合う制度です。40歳以上の

人が被保険者となって保険料を納め、介護が必要となったときに介護保険のサービスを利用できる制度です。

　介護保険の財源は保険サービス費から自己負担分（１割）をのぞき、残り９割を保険給付でまかないますが、

保険給付分の半分を公費（国県町の負担）で、残り半分を40歳以上の保険料で負担します。

　保険料については、40歳以上64歳までの人と65歳以上の人の保険料の計算方法は別になります。

　○40歳から64歳の人は加入している医療保険の保険料と一括して加入保険者へ納めます。

　○65歳の誕生月分からは個人ごとに町へ保険料を納めます。

　　　65歳の誕生月から半年ぐらいは、納付書でお支払いしていただくよ

うになります。(普通徴収といいます。）その後、年金から引ける人は、

年金からの納付がはじまります。(特別徴収といいます。）

　　　納付書が届いたら、お近くの金融機関で納付してください。

介護保険からの

● お問い合わせ先 ●

上板町役場　福祉保健課

TEL 6 9 4 − 6 8 1 0）

事例 アダルトサイトなどを無料だと思いアクセスし、18歳以上かの問いに「はい」をクリック

するといきなり登録完了になってしまった。期日までに請求金額を振り込まなければさら

に高額料金を支払うよう書かれている。

●納得のいかない請求には応じず「心当たりがなければ連絡を」「法的処置を行うため身辺調査を行う」な

どと書かれていても決してサイトに連絡をしないでください。個人情報を伝えることになり他の業者から

も身に覚えのない請求を受ける可能性があります。

●裁判所からの「少額訴訟」「支払督促」が届いた場合はすぐ相談してください。

●占いサイト、アニメ、ゲーム、懸賞サイトなどからアダルトサイトにつながり、

トラブルに巻き込まれる事例がみられます。心配な時はご相談ください。

上板町消費生活相談窓口 TEL 694−6816
月〜金曜日　9：00〜16：30（土日・祝日はお休みです）

役場東隣　上板町農村環境改善センター事務所内

パソコン・携帯電話のワンクリック請求にご注意！

上板町消費生活相談窓口からのお知らせ
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※常に水道メーターを見て、使用水量を把握してください。

　宅内漏水の早期発見になります。

※漏水が見つかったときは、個人負担でお近くの水道工事

　店等に依頼して修理してください。

※メーターボックスの上には物を置かないように
　してください。

転入・転出等で水道を休止・廃止・撤去する場合は、

申請手続きが必要です！

●　お問い合わせ先　●

上板町役場　水道課　TEL 694−6817

次のようにしていただきますと水漏れがわかります。

宅内漏水の見つけ方

1 2 3

パイロット

宅内漏水にご注意ください。

まず、家中の蛇口を全て閉
めましょう。

次にメーターボックスのフ
タを開けてメーター器を見
ます。銀色か赤色の星のよ
うな形のもの（パイロット）
を確認しましょう。

もしパイロットが回ってい
たら、宅内のどこかで漏水
している可能性があります。

1

2

3

住民課窓口横にハローワーク鳴門から届いた求人情報
を設置いたしましたので、ぜひご活用ください。ハローワーク求人情報を設置しましたハローワーク求人情報を設置しました

1 なぜ、平成25年10月分からの年金額が下がったのですか。

　現在の年金額は、平成12年度から平成14年度にかけて、物価下落にもかかわらず、年金額を据え置い

たことで、法律が本来想定している水準（本来水準）よりも2.5％高い水準（特例水準）となっています。

　そのため、平成24年11月に法律改正が行われ、現役世代（将来の年金受給者）の将来の年金額確保に

つなげ、世代間の公平を図るために、平成25年10月分以降としてお支払いする年金額は、４月から９月

までの額から、マイナス1.0％の改定が行われます。

3 新しい年金額のお知らせは、いつ送付されますか。

　改訂後の年金額は、年金額改定通知書でお知らせします。

　年金額改定通知書は、12月13日の支払いに向け、原則として、年金振込通知書と一体となったお知ら

せ（ハガキ）で、12月４日以降に日本年金機構から、順次、年金受給者に送付されます。

2 いつの年金支払いから適用されますか。

　改訂後の年金については、平成25年12月（10月分、11月分）からのお支払いとなります。

平成25年10月分からの年金額改定に関するＱ＆Ａ

　現在の年金額は、過去に物価が下落したにもかかわらず、年金額を据え置いたことで、本来の水

準よりも2.5％高い水準（特例水準）となっています。

　平成24年の法律改正で、平成25年10月、平成26年4月および平成27年４月に段階的に特例水準を

解消することにより、年金財政の改善を図るとともに、将来の受給者となる若い世代にも考慮して、

世代間の公平を図ることとなりました。

　このため、平成25年10月分以降としてお支払いする年金額は、４月から９月までの額から、マ

イナス1.0％の改定が行われます。

　今後の解消のスケジュールは、平成26年４月マイナス1.0％、平成27年４月マイナス0.5％を予定

しています。（物価・賃金が上昇した場合には、引き下げ幅は縮小します。）

平成25年10月分からの年金額の改定について平成25年10月分からの年金額の改定について

徳島北年金事務所　お客様相談室　TEL 088 − 655 − 0200お問い合わせ先



第１８４号 平成２５年１０月１日　（14）



第１８４号（15）　平成２５年１０月１日

主　　な　　内　　容会　場時　間開催日行事名

公開授業及び講演会上板中学校９：４５〜１４：３０
１１月９日
（土曜日）

オープンスクール

保育・授業及び施設・設備などの公開・古紙
回収
ケイタイ安全教室（５・６年生児童と保護者対象）

神宅幼稚園
神宅小学校

９：３５〜１４：４０
１１月１日
（金曜日）

オープンスクール

授業及び施設・設備を公開します。
東光幼稚園
東光小学校

９：３０〜１６：００
１１月１日
（金曜日）

オープンスクール

授業及び施設・設備公開
古紙回収
松島教育を語る会

松島幼稚園
松島小学校

８：４０〜１５：００
１１月１日
（金曜日）

オープンスクール

授業公開・給食試食会・人権教育講演会
高志幼稚園
高志小学校

９：３０〜１５：００
１０月３１日
（木曜日）

オープンスクール

● とくしま教育の日の町内行事について ●

　「とくしま教育の日を定める条例」は、平成 16年２月定例県議会において、文教厚生委員会委員全員によ

り議員提案され、平成 16年３月 22日に成立しました。

　条文は、次のとおりです。

　上板町では、条例の趣旨にのっとり園や学校、教育委員会を中心に次のような行事を計画しています。

　11月１日、そして１日〜７日までの１週間、家庭で、学校で、町内で、教育について語り合ってみませんか。

　本町のとくしま教育の日の諸行事は、人権尊重を主テーマに開催いたします。

『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『とととととととととととととととととととととととととととととくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくしししししししししししししししししししししししししししししままままままままままままままままままままままままままままま教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育ののののののののののののののののののののののののののののの日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』『とくしま教育の日』をご存じですか
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　徳島県農林水産総合技術支援センター経営推進課では、「地域あぐりコース」の受講生を募集（随時）していま

す。作物ごとに、先進農家で 5 日間程度の実地研修を行うコースと、農業未経験者を対象とした研修期間が 1

日の入門コースがあります。対象は、県内で就農している方、または、就農を予定している方です。　

平成25年度「地域あぐり研修」受講生募集について

詳しくは、県経営推進課・電話 088 − 621 − 2426 までお問い合わせください。

平成25年度「地域あぐり研修」受講生募集について

●とくしま教育の日を定める条例

（趣旨）

第１条　県民の教育に対する理解を深めるとともに、学校教育及び社会教育の振興の気運を醸成し、その充

実と発展を図るため、とくしま教育の日をもうける。

（とくしま教育の日）

第２条　とくしま教育の日は、11 月１日とする。

（とくしま教育週間）

第３条　第１条の趣旨にふさわしい取組を行う期間として、11 月１日から同月７日までをとくしま教育週

間とする。

（事業等）

第４条　県は、とくしま教育週間において、第１条の趣旨にふさわしい事業を行うものとする。

２　県は、県民及び市町村その他の団体に、とくしま教育週間を中心として、第１条の趣旨にふさわしい事

業を行うよう協力を求めるものとする。

３　県は、前２条の規定により行われる事業について、広く県民に参加を呼びかけるものとする。

附　則

この条例は、公布の日から施行する。（平成 16 年３月 31 日施行）
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そ　　の　　他試 験 日受 付 期 間資　　　格募 集 種 目

①試験会場：
　海上自衛隊徳島教育航空群（松茂町）
②試験種目：
　筆記試験、作文、口述試験、適性検

査及び身体検査
詳しい内容については、下記のお問い
合わせ先までご連絡下さい。

第３回試験
１０月２４日
（木）

９月２５日〜
　１０月１７日

１８〜２７歳未満の男子（男子）自衛官候補生

①試験会場（１次試験）：
　海上自衛隊徳島教育航空群（松茂町）
②試験科目：
　（１次）筆記試験、作文（２次）口述

試験（個別面接）、身体検査
詳しい内容については、下記のお問い
合わせ先までご連絡下さい。

平成２６年
１月１８日

１１月１日〜
平成２６年１月１０日

１５歳以上１７歳未満
（男子）
（２６年３月に中学校卒業
又は中等教育学校の前期
課程修了見込含む）

高 等 工 科 学 校 生 徒

自衛隊　徳島地方協力本部　鳴門地域事務所（TEL ０８８−６８５−５３０６）
住所：鳴門市撫養町立岩字七枚５７
自衛官募集ホームページ　http://www.mod.go.jp/gsdf/jieikanbosyu/

お問い合わせ先

自自自自自自自自自自自自自自 衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛 官官官官官官官官官官官官官官 （（（（（（（（（（（（（（ 学学学学学学学学学学学学学学 生生生生生生生生生生生生生生 ）））））））））））））） 受受受受受受受受受受受受受受 付付付付付付付付付付付付付付 案案案案案案案案案案案案案案 内内内内内内内内内内内内内内自 衛 官 （ 学 生 ） 受 付 案 内
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保健師からのお知らせです保健師からのお知らせです

保健行事予定表　１０月

Ⅱ．集団がん検診（４０歳以上の方）

料　　　　　金内　　　　　　容場　　　　所受 付 時 間月／日

１，０００円
　　５００円

無　料

胃がん検診
大腸がん検診
肺がん検診

農村環境改善センター８：３０〜１０：３０１０／２３

１，５００円
乳がん検診
（マンモグラフィー撮影）

農村環境改善センター１３：００〜１６：００１０／３０

Ⅰ．健康相談・健康教育

担　　　　　当内　　　　　　容場　　　　所時　　　間月／日

保健師・理学療法士個別健康相談農村環境改善センター１０：００〜１１：３０１０／１

保健師個別健康相談農村環境改善センター１０：００〜１１：３０１１／１２

Ⅲ．乳幼児健康診査・育児教室

　１．乳児健康診査

該　　当　　者内　　　　　　容場　　　所受付時間月／日

H２４．１１月１２月生まれ及び
H２５．５月６月生まれ

診察・身体測定・相談（栄養・育児）農村環境改善センター１３：１０〜１４：００１０／１６

　２．股関節脱臼検診・ブックスタート

該　　当　　者内　　　　　　容場　　　所受付時間月／日

H２５．５．２５〜H２５．８．９生まれ股関節脱臼検診・ブックスタート農村環境改善センター１０：３０〜１１：００１０／９

　３．のびのび子育て教室

該　　当　　者内　　　　　　容場　　　所受付時間月／日

H２５．５．２５〜H２５．８．９生まれ離乳食教室・成長発達と病気の予防農村環境改善センター９：３０〜９：４０１０／１８

■高齢者の肺炎球菌予防接種について 

　肺炎球菌に起因する肺炎の発症及び重症化を防ぐために町が肺炎球菌ワクチンの接種

費用の一部を助成いたしますので、接種を希望する方は、役場福祉保健課（電話６９４−６８１０）へお申

し込み下さい。

１．対 象 者　①上板町の住民で接種日に７０歳以上の方

　　　　　　　②６５歳から７０歳未満で、慢性心疾患、慢性呼吸器疾患、慢性腎不全、糖尿病、肝臓病

等のため医師がワクチン接種を受けることが必要と認める方

２．実施期間　平成２５年９月１日から平成２６年３月３１日

３．接種回数　１回（２回以上の接種はアレルギー反応が出るおそれがあります。健康な人の効果持続

期間は５年間といわれています。）

４．接種時に必要な物

　　　　　　　健康保険者証または、後期高齢者医療受給者証（住所と年齢確認のため）

５．費　　用　以下の医療機関にお問い合わせ下さい。（自己負担額は、町の補助２,０００円を除いた額で、

町の補助を受けられるのは生涯に１回です。）

６．町内接種医療機関（あいうえお順）

　　　　　　　井内内科・井関クリニック・佐藤医院・友成医院・野田医院（東）・野田医院（西）
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平成25年10月分 市外局番は（088）です。

在 宅 当 番 医

�担当時間�　平日１８：００〜２２：３０　　休日９：００〜２２：３０

■担当時間以外の深夜の救急

　きたじま田岡病院　　６９８−１２３４　　全日対応ですが、要確認

　稲次整形外科病院　　６９２−５７５７　　水曜日、土曜日は受診前に要確認

　東徳島医療センター　　６７２−１１７１　　対応日は確認して下さい

※休日・夜間緊急病院は、変更している場合がありますので、必ず電話してから受診してください。
� ��������������������������������������������������������������������������������������

６９８−８６８９高 田 整 形 外 科 病 院１㈫

６９８−５１５７三 木 ク リ ニ ッ ク２㈬

６９８−８６５５有 住 内 科 ク リ ニ ッ ク３㈭

６９８−５１１１堀 口 整 形 外 科４㈮

６７２−０１７６三 愛 内 科５㈯

６３７−６６００上板整形外科クリニック６㈰

６９８−０３０３藤 本 ク リ ニ ッ ク７㈪

６９８−３１１１越 智 外 科 胃 腸 科８㈫

６９８−８０６０平 野 内 科９㈬

６９８−５５００山 田 外 科 内 科１０㈭

６９８−６１１１吉 野 川 病 院１１㈮

６７２−４９７０福 島 内 科１２㈯

６９４−８３８８川 原 眼 科１３㈰

６９９−２９２１浦 田 病 院１４㈪

６９８−２６２５片 山 医 院１５㈫

６９８−８８０８新 居 内 科１６㈬

６９８−０１２３田 根 内 科 胃 腸 科１７㈭

６９８−８８８７い の も と 眼 科 内 科１８㈮

６７２−０５７１新 野 医 院１９㈯

６９９−５３５５芳 川 病 院２０㈰

６９７−２２２１北島こどもクリニック２１㈪

６９７−２３２３つ か さ ク リ ニ ッ ク２２㈫

６９８−９６２９健生きたじまクリニック２３㈬

６９７−３２１３中村耳鼻咽喉科クリニック２４㈭

６９８−５１０８こ ま つ ば ら 整 形 外 科２５㈮

６７２−５１４８ファミリークリニックしんの２６㈯

６９９−８０７０井 上 病 院２７㈰

６９７−２３２２ルナウイメンズクリニック２８㈪

６７８−７１４１くぼ小児科クリニック２９㈫

６９２−９７７０香 川 内 科３０㈬

６４１−４１４１森 本 医 院３１㈭

■「健康かみいた２１」について 

○上板町の健康状態や取り組みについて随時紹介していきます。

　１．人口動態（平成２３年）

　　①出生数９７人　　②死亡数１４８人　　③高齢化率２６.０％（徳島県２６.８％）

　２．平均寿命と健康寿命（平成２３年）

　　
平　均　寿　命

（０歳の平均寿命のこと）

全　国徳島県上板町

７９．６歳７９．１歳７９．０歳男　性

８６．３歳８６．３歳８７．０歳女　性

健　康　寿　命
（健康上の理由で日常生活が制限されることなく生活できる期間）

全　国徳島県上板町

７８．１歳７７．５歳７７．４歳男　性

８３．１歳８２．９歳８３．４歳女　性
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